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フ ル ベ 族,ジ ェ ン ゲ ル ベ･グ ル ー プ の

移牧に関する事例報告

小  川    了*

Note on Some Cases of Transhumance among the  Ful6e  Jenngel6e of Senegal

Ryo OGAWA

   This is a brief follow-up study to complete my article, Some Prob-
lems of the Pastoralism and Agriculture of the Fulle-Jenngel6e of Senegal: 
A Case Study, published in the Vol. 5, No. 3 of this Bulletin, in which 
the ecological context of Ful6e-Jenngel6e society was presented 
together with a description of Jenngel6e subsistence economy, and an 
analysis of their agricultural and pastoral problems. 

   In this study, six cases of Jenngel6e transhumance are described. 
The term "transhumance", usually designates a kind of pastora-
lism found in Europe and Central Asia; i.e., "transhumance" means 
seasonal and "vertical" movements of the agrico-pastoral people. 
However, the most important and fundamental aspect of transhu-
mance is, in my opinion, the regular and seasonal movement of an 
agrico-pastoral society between two different climatic regions or 
sub-regions. Thus, as far as the above mentioned condition is 
fulfilled, the term "transhumance" can be employed even if the 
movements are "horizontal" rather than "vertical". 

   Movements of the Jenngel6e are regular, seasonal, and "hori-
zontal", but often they move to regions climatically different from 
their own permanent villages. So "transhumance" is employed in 
this study. 

   Also described are some artifacts of importance in Jenngel6e 
transhumance.

*国 立民族学博物館第3研 究部
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1,は じめ に

皿.移 牧 とは

1,そ の 定義 を め ぐって

2.ジ ェ ンゲ ル ベ･グ ル ープ の 移牧

皿.事 例報告

1.A,男,36才

2. B,男,65才 ぐ らい

3. C,男,65才 ぐらい

4.D,女,50才

5.E,女,30才

6. F,男,26才

N.物 質 文 化 に つ い て の 考 察

1.家(suudu!cuud'i)

2.ベ ッ ド(痂 痂1〃2梶 診又 は｣6θ ∫oμ88∫の

3. ニ ワ ト リ を 運 ぶ た め の カ ゴ(sunk-sunk

  gertood'el

4.浅 井 戸(6unndu(6cclli)

V.お わ り に

1.は じ め に

 筆 者 は先 に,セ ネガルにおけるフルベ族 の一 グループ,ジ ェンゲル ベの自然環境 と

彼 らの生業 に関 して民族誌的な記述を おこな った[小 川 1980b]｡そ の 中で,筆 者は

ジェ ンゲルベ･グ ル ープの人 々が乾季 におこな う移牧に注 目 し,若 干の考察 を加えた｡

移 牧 に関する記述 は統計的資料 に もとつ くものであ ったが,移 牧をする人各 々が,実

際 にどの ような移動 を し,ま た,乾 季 の間,移 動地での生 活を どのよ うに営んで いる

か については充分 にふれ ることができなか った｡本 稿は具体的な事例を報告す ること

によ って,前 稿 を補足す ることを 目的と してい る｡

 前 稿で詳述 したとお り,ジ ェンゲルベ･グ ル ープの入 々が乾季 にお こな う移牧 は大

きくわけて三つの地域 でなされてい る｡彼 らが恒常的な村 を設定 してい るジョロフ地

方内部で,短 距離の移 動をす る人,農 耕民,ウ ォpフ 族が多 く住 むバ オル地方 に移動

す る人,そ して,シ ン･サ ル ーム地方のKaolackを 中心 とした大都市 に移動す る人

々であ った｡し たが って,本 稿 の事例報告 では上記三つの地 方,そ れ ぞれ について詳

しい報告 をす ることが望ま しいことは当然である｡本 稿で とりあげる事例の うち,ジ

ョロフ地方で移動 した人々につ いて は,実 際に移 動の現場 に一部同行 もし,ま た,キ

ャ ンプを設営 して後 も実地 にお もむいて調査をする ことがで きた｡し か しなが ら,シ

ン･サ ルーム地方,お よび,バ オル地方 に移動 した人 々について,実 地調査をする 目

的で行動を開始 した矢先に不測 の障害 により調査を中断せ ざるを得なか った｡し たが

って,本 稿ではバ オル地方に移 動 した入 々に関す る事 例は欠如 してい るし,ま た,シ

ン･サ ル ーム地方 に移動 した人 に関する事例は聞 き取 り調査 によってい ることをあ ら

か じめことわ っておきたい｡資 料が完全で ない ことははなはだ遺憾であ るが,し か し,

本 稿で示す事例で,ジ ェンゲルベ･グ ループの移牧 に関 して,少 な くともその基本的
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な形だけは理解されると考えている｡

 記述にあたっては,第 皿章で移牧という牧畜形態について少 しく考察を加え,第 皿

章で事例報告を試み,第W章 でジェンゲルベ･グ ループの移牧中の生活において,特

記すべき物質文化について若二Fの考察を加えた｡

∬.移 牧 と は

1. その定義 を め ぐって

 ｢移 牧｣がtranshumanceの 訳語 であることは周知の事実で ある｡し か し,移 牧

という語 によ って表現 され る生活形態がどの ような ものを指すか,と い うことについ

ては,そ れを用 いる人 々の間でい ささか の差異を生 じているよ うであ る｡牧 畜 とい う

人間活動の一部をなす移牧 について,筆 者 が ここで論陣をはるつ もりはない｡し か し,

本 稿で はどのよ うな意味 内容 において,筆 者 がこの言葉を用 いるのか,そ れを明確 に

して お くことが,こ の際必要であ ろうと思われ る｡

 谷 泰 は人間 と家畜動物 というインター･ス ペシフィ ックな生物間での関係行動を論

じた一文中で,ト ランス ヒューマンスにつ いて次の ように規定 してい る｡つ ま り,ト

ランス ヒューマ ンスとは｢人 為的 に誘導 された(家 畜群の)移 動の こと｣で あ り,よ

り具体的 にいえば,｢季 節 によ って,牧 地 の草が枯れた り,雪 で被覆 され るために,

他 の緑の牧地を求 めて人為的 に(家 畜が)移 動 させ られ る｣こ とである[谷 1976:

16]｡

 谷 は この論考の中で移牧 を ことさら問題 に して いるのではな く,し たが って上記の

よ うな短 い規定を与えるにとどまっているが,こ の簡単 な定義 の 中で重要 な ことは

｢人 為的 に｣と い う点 である｡つ まり,｢移 牧｣と い った場合,ま ず,生 物 としての

数種 の家畜動物 が,自 然 に,生 来的 にもつ移動習性の ことをい ってい るのではな く,

人為 的に家畜を移動 させ ることなのである｡こ れ は自明の ことか もしれない｡し か し,

｢移 牧｣に 対比 して｢遊 牧｣と い うことを考えた場合,少 な くと も遊牧 の 初期 の段階

にあ って は,動 物 が生来的 にもつ移動習性 に人間のほ うがあわせて行動す るとい うこ

とはありえた1》｡そ の ことを思 えば,移 牧 が人為的な ものだという基本 的な前 提を知

1)今 西錦司は｢遊 牧論｣の 注釈の中で次のように述べている｡

  ｢(… …)ト ナカイのほうで動くから,人 間 のほうでもこれについて動かなければならなく

 なる｡ト ナカイが遊牧 しているから,人 間のほうでもこれについて遊牧 しなければならなくな

 るのであって,『 かれ らの生活はけっして人間の恣意によって変化することはできないのであ

 る｡か れらはまったくかれらの伴なっている家畜の意志にしたがって行動する｡そ こに遊牧民

 族 の本質がある』と 『家畜文化史』の著者もいっている｡｣[今 西 1976:261-262]
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ってお くこと も無益ではあ るまい｡

 さて,以 下 に先学 による トランス ヒューマ ンスの定義 をい くつか列挙 し,そ れ らを

もとに筆者が本稿 で用 いる トラ ンス ヒューマンスの意 味内容を明確に したい｡

 トランスヒューマ ンスという語はスペイ ン語のtranshumanciaを 縣 矢 とし,そ の

後,フ ランス語を経て[KRADER 1955:302],英 語,ド イツ語 に とり入れ られた

という｡つ まり,原 義的 には トランス ヒューマンス とは ヨーロ ッパの農牧民の間での

牧畜形態を指す もので あ った｡

 ピ レネーや,ア ルプス山脈付近の農牧社会で は,ヤ ギ,ヒ ッジ,ウ シなどの家畜群

を夏の間は高地の牧野で放牧 し,冬 にな ると低地 につれ もどす とい う｡夏,高 地 での

放牧にあた って,そ れぞれの家畜群は専従の牧夫 にまか される｡牧 夫以外の人 々は低

地で農業に従事す る｡い ずれにせ よ,こ こで顕著 にわか ることは,ト ラ ンス ヒューマ

ンスとは季節 の変化 にもとつ く定期的 な移動である,と いうことと同時 に,高 地,低

地 という上下 の移動で あるとい うことであ る｡実 際,ト ランス ヒューマ ンスとは定期

的な上下の移動 として諒解 され ることが多 い｡た とえば,ト ラ ンス ヒューマ ンス とい

う語 を精確に用いよ うとす るde Planholは,ト ナカイ牧畜をす るラップ人が,冬 は

内陸部,夏 は 海岸部 とい うよ うに季節によ って定期的 な移動を してい ることに対 し

て,transhumanceと はいわず に, migrationと い う語 を用いてい る[DE PLANHOL

l962:315]｡つ ま り,ラ ップ人 の移動は上下 のそれではないか らである｡

 de Planho1は また,イ ギ リスでは牧畜民 の移動を もってすべて トラ ンス ヒューマ

ンス と呼ぶ傾向が あ一る一ことを批判一しでい る[DE PLANHOL 1961:308]｡実 際,イ ギ

リス人であるStenningは トランス ヒューマンスを季節的 な,南 北 の移動 と して考 え

てお り[STENNING 1957],こ のStenningの 記 述 にもとづ き, Spoonerはtrans-

humanceとmigrationを 次 のように定義 してい る｡

 Transhumance:Movement of nomads between summer and winter pastures.

 Migration:Irregular displacements of an annual nomadic cycle.[SPOONER

 1973:42]

 この定義をみ ると,先 に記 した トランス ヒューマ ンスの定義 よ りは少 し拡大 され て

いることが わか る｡つ ま り｢上 下｣と い う概念 がとりは らわれてい るのである｡

 さ まざまな定義を挙げて文章 を 煩雑 にす ることが 目的ではないが,も う一度,de

Planholに もどると,彼 はHofineisterが トランス ヒューマ ンスを語義的,方 法論的

に定義 した ことを記 し,Hofineisterは その 中で, トラ ンスヒューマ ンスとい った場

合,基 本的な ことは,移 動先 の土地の気候が恒常的な住居 をか まえた土地 の気候 と異
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なること･ 6Yい うのを第一義 に してい るという[DE PLANHOL 1962:301&305]｡

した が って,高 地,低 地 という上下の差は第二義的 に考 えて もよさそ うである｡

 上 記 の ことか ら,筆 者は移牧(ト ランス ヒューマ ンス)を 次 のよ うな定義において

用いることにしたい｡

 1)対   象

 ヨー ロッパや アジアの半農半牧の社会,お よび,そ の他 の地域で,牧 畜をみずか ら

の主 たる生業 としなが らも,牧 畜業だけでは生計 維持が困難なため,農 耕 をもお こな

う人 々の社会で,農 耕 をおこな う土地 に恒常的な村落 を形成 してい る,と い うような

社会｡

 2)形   態

 上 に述べた ような社会では,季 節 によ って,恒 常 的村落のあ る場所 での牧 畜が 困難

になるた め,村 落住民 の一部,あ るいは全部 が家畜 を伴 い,水 と飼料 のある場所 に移

動す ること｡ヨ ー ロッパや アジアのよ うに,季 節によ って高地,低 地 とい う高度差を

利用す る場合 もある し,ま た,平 面的 に南北 の差 を利用す ること もある[C£KRADER

1955:302;SPOONER 1973:42;RUDDLE 1979:825-826]a

2. ジ ェンゲル ベ･グ ル ープ の移牧

 セ ネガル,ジ ョロフ地方に住 むフル ベ族,ジ ェンゲルベは ウシ牧畜 を主生業 としな

が ら,雨 季には農耕 もおこな う人 々で ある｡彼 らはジ ョロフ地方 に恒常的 な村落を形

成 してい る｡彼 らの生業活動については前稿に詳述 した とお りであるが,乾 季 にはい

ると彼 らは移牧 をお こな う｡そ の形態 について もすで に記 したが,こ こで本論にはい

る前 に,ジ ェ ンゲル ベの移 牧につ いて重点 的に概略 を再記 しておきたい｡

 ジ ェンゲル ベは移牧 に際 して,村 落構成員すべてが移動す るのではない｡普 通,壮

年 の男,そ の妻,子 供が中心とな り,家 族単位 での移動が多い｡老 人,お よび何人か

の壮年,乳 離れ した子供は乾季 の間 も村に残 る ことが多い｡ま た,移 動 にあた って,

家 畜すべてを伴 って移牧することもあるが,村 に居残 る家族のた めに数頭の ウシやヤ

ギなどを残 してお くこともある｡こ のよ うに,移 牧 につれださず,村 に残 してお くウ

シのことをcuraad'iと よんでいる｡

 さて,現 在,ジ ェ ンゲルベ･グ ル ープの人 々が移牧す る場所 は大別 して三つの地域

にわ けて考 えることができる｡(1)ジ ョ ロフ地方内部｡(2)バ オル地方の農耕民,ウ

ォロフ族が多 く住 む村 々｡(3)シ ン･サ ル ーム地方の大都市,Kaolackな どの周辺｡

 前 稿では,こ れ らの三地域 に移牧す る入 々の間で,乾 季の間 の経済活動には違いが
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あることを詳述 した｡ジ ョロフ地 方内部で移動する人 々は,農 耕民 ウォロフ族 との間

に何 らかの交換活動をお こなうことは一切求 めていないのに対 し,バ オル地 方に移動

ず る人 々は ウォロフ族 との間に補完的 な交換形態を成立 させてい る｡ま た,シ ン･サ

ル ーム地方の大都市,Kaolackな ど に移動する人 々は,牛 乳 と トウジ ンビェなどの

穀物を貨幣を仲介 に して｢交 換｣を しているが,し か し,農 耕民の畑に牛糞 を もって

施肥 を し,そ の代 り,村 の井戸を使わせ て もらうとい った相補的 な関係 は もはや維持

していない｡前 稿の論 旨は,か つては牧畜民 フルベ族(ジ ェンゲル ベ･グ ループ)と

農耕民 ウォpフ 族 との間には,現 在,バ オル地方 に移牧す る人 々に見 られ るよ うに,

牧 畜 と農耕 という二つの生業間での相補的な共生関係が,一 般的に見 られたであろ う

が,貨 幣経 済が a化 するに伴 って,そ の共生 関係 が崩れつつあ る,と いうことであ

った｡し か も,そ の共生関係が崩れる時,牧 畜民に とって不利 な形勢に進 みつつ ある

と考 え られ る｡

 そ れはさて おき,こ うして乾季をす ごし,翌 年の雨季に入 る直前,ジ ェンゲルベの

入 々は往路 と同 じルー トをたど って ジ ョロフ地方 の村 にもどり,雨 季到来 とともに ト

ウジ ンビエの耕作 に従事す るので ある｡

皿.事 例 報 告

1. A,男,36才

A一はジ ョローフ地方 の町,Dahraの 北,約8kmに あ るDenjillyと い う村 に住ん

でいる｡両 親 と,自 分の妻3人,子 供達 と一緒 に拡大家族を形成 してお り,雨 季 には

トウジ ンビエの耕作を おこな う｡

 1979年 か ら1980年 の乾季2》 にあた り,Denjilly周 辺 には早 くか ら牧草がな くな っ

たが,父 親 が 盲 目であるため,な かなか村 を 離れ られず,移 牧 に 出る時期 を遅 らせ

た｡

 移 牧のため村 を出た のは1980年2月4日 で ある｡両 親 とA自 身の子供 はすべて村 に

残 し,自 分 と妻3人,お よび,後 に述べ るウシ飼いのた めの牧童1人,ヒ ツジ飼い用

の牧童1人 を雇い,計6人 で出発 してい る｡村 に残 った両親 と自分の子供のために,

メ スの成 ウシ3頭,仔 ウ シ3頭,ヒ ッ ジ1頭,乳 離れ した仔 ウマ1頭,そ れ にロバ2

頭 を残 した｡村 に残 したウシ(curaad'i)はAの 所有 にな るものではな く,母 親 が独 自

に所有す る ものであ る｡

2)ジ ェ ンゲ ル ベ･グ ル ー プの季 節 暦 につ い て は[小 川 1980b:680-681]を 参 照｡
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 Aは 移 牧 にあた り,は じめバ オル地 方の ウォ ロフ族の村 に行 きたい と思 っていた｡

しか し,男 手 は自分一人で あり,一 人で は深井戸での水汲 みが困難 なため,同 じジョ

ロフ地方内部 で動力揚水 ポンプ施設の あるLindeに 行 くことに した3)｡

 Aが 移 牧につれて出た家畜は成 ウシが約60頭,乳 離 れ しない仔 ウシが9頭,ヒ ツジ

約30頭,少 数 のヤギ,そ れに荷車 を引かせ るためのウマ ユ頭である｡ウ シ群の中には

種 ウシは･1頭 しかいない｡種 ウシの他 には1979年 の 雨季 に去勢 した去勢 ウシが4頭

いる｡

 さ て,2月4日 にDenjillyを 出 て,最 終的な 目的地 はDenjillyの 南 東,直 線距離

で約45kmに あ るL･ind6で あ るが, Aは 最 初の停 泊地 と して, Denjillyか ら北東

へ9kmほ ど行 ったBaali Rotoと い う同 じフルベ族 の村の近 くに向 ってい る｡ Baali

Rotoの 村 の井戸か ら約500 m離 れ た地点 に第W章 で詳述す る木の枝を使 ったベ ッ

ドを2台 作 り,停 泊 してい る｡停 泊地 の目印 になるよ うに丈の高いgolteeki(Balanites

α鱒 痂6α)を 選び,そ の下 に ベ ッドを設営 している｡A自 身 とその妻3人(33才,

27才,16才),そ れ に牧童2人 の計6人 であるが,ベ ッドは2台 だ けで,牧 童2人 は

直接地面 に寝 る｡ベ ッドのす ぐ近 くに ヒッジを夜間,囲 ってお くための囲いを作 って

い る｡囲 いはBalanites aegyptiaca, Acacia raddiana, Acacia seyalな ど,ト ゲの多い木

の枝木 を切 って きて,円 形に並 べ,囲 い としている｡こ の囲いはgeddu baali(ヒ ッ

写 真1 Balanites aegyptiacaの 下 に ベ ッ ド2台 を 設営｡夕 方,ウ シが 放 牧 か

    らも ど り,こ れか ら 搾 乳 さ れ る と ころ｡(1980年2月9日 撮 影,

   Baali Rotoの 近 く)

3)バ ォル地方に移牧した場合,家 畜に与える水はウォロフの村にある深井戸で汲むことは前稿

に詳述した｡ま た,深 井戸での水汲みの労働量,動 力ポンプ施設の問題点などについては,｢牧

畜民フルベの生活と水｣[小 川 1980a]に 記 したので参照されたい｡
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ジを入れ る囲い)と 呼び,女 が作 る｡木 の種類については トゲがあ ることが重要 なだ

けで,特 にきまりはない｡ウ シ群 については囲いは作 らず,ベ ッドを設営 した場所か

ら100m近 くも離 れた場所で夜営させ るように している(写 真1参 照)｡

 ウ シの搾乳 は早朝 と,夕 方,放 牧か らつ れ もどされて,つ まり,一 日2回 お こな う｡

妻 達が搾乳す るが,第 三妻はみずか らの所有 になるウシを未だ2頭 しか もってお らず,

搾 乳はほとん どせず,他 の二人 の共妻が搾乳す るのを手伝 うだけである｡こ の乳は生

乳 として飲 んだ り,タ 食の トウジ ンビエにかけて食べ るほか,酸 乳 に もす るが,売 る

ことはな く,ま た,ウ ォロフ族 との間で穀物 と交換す る こともない｡す べて 自家消費

であ る｡但 し,現 在の停泊地,Baali RotoはAが 居住 する村, Denjillyか ら9km

しか 離れてお らず,そ のため一 日おき ぐらいにAの 母親がDer噸illyか らバ ケツをた

ずさえて酸 乳を もらいに来 る｡

 乳,お よび乳製品を売 って現金を得 る,と い う生活 ではないので,ト ウジンビエ,米

などの穀物,お よび,茶,砂 糖などの 日常必需の食料 を買 うためには ウシを売 らなけ

ればな らない｡Aは 時 々,2才 ウシをDahraま でつ れてゆき仲介人に売 った後,得

た金 で穀物,茶,砂 糖 などを買 う｡ち なみ に,Dahraの 市 場で,米100 kg入 り の

一袋 は9000フ ラ ンCFA
,ト ウ ジンビェ100 kg入 りの一袋4500フ ラ ンCFA,茶 は

1009で250フ ラ ンCFA,砂 糖 はIkgで450フ ラ ンCFAで あ る(1980年2月 の時

点)｡米 は昼食 に食べ,ト ウジンビエは夕食に食 べる｡米 がある限 り,昼 食を作 るが,

米 がな くな った ら昼食は抜 くことが多いとい う｡

 さて,前 稿 において,ジ ーエンゲILべ の人 々は雨季の放 牧にあた うて は自分達 自身 で

家畜群 の管理を おこな うのに対 し,乾 季の移牧 中は放牧管理 のための牧童を雇 うこと

が多い ことを記 した｡放 牧管理を おこな う牧童を一般 にgaynaako/(複)aynaa6eと 呼 ぶ

のに対 し,金 銭 契約 で雇 う牧童の ことはsardiと よぶ｡ジ ェンゲル ベの人 々はsardi

と して普通,ト ゥクルール族,モ ール族,お よびフル ベ族の奴隷の人 々を雇 う｡

 Aはsardiを 二 人雇 っている｡ウ シの放牧管理 に一人 と,ヒ ッジの放牧管理に一 人

であ る｡二 人と も トゥクルール族であ り,17～8才 で あった｡Aは ウシ群の牧童には

毎月2,750フ ラ ンCFAを 払 い,ヒ ッジ群 の 牧童には3,000フ ラ ンCFAを 支 払 う｡

か つては月給制 ではな く,契 約期間 の終 りに メス2才 ウシ1頭 を与 えるのが一般的で

あ ったが,現 在 このような報 酬方法 はな くな ったよ うで ある｡ウ シに比べ,ヒ ツジの

方が数が少 ないのに,ヒ ッジの牧童が より多 くの給料を得ているのは次 のような理由

による｡ヒ ッジ群 は散 開 しやす く,常 に監視を していなけれ ばな らない｡ま た,な と

え仔 ヒツジを停泊地に とどめておいて も,放 牧に出た親 ヒツジ達はみずか ら停泊地 に
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もど りつ くことはで きず,牧 童が うま く誘導せ ねばな らない｡つ ま りウシ群の管理 よ

り手間 がかか るのであ る｡さ らにウシの牧童は一度 ウシ群を放牧 に出 して しまえば,

そ れほどの手間はかか らないので昼,昼 食をと りに停泊地に もど って くる｡ヒ ツジ群

の牧童 は夕方 まで食事は とらない｡

 sardiは 放 牧管理のため に特に雇 われた人であ り,し たが って深井戸での水汲みを

す る義務 は彼 らにはない｡家 畜 に飲 ませ る水 を深 井戸で汲むのはA自 身 とその妻二人

の仕事である｡3人 の妻の うち一人 は井戸には行 かず,停 泊地 に とどま って見張 りを

す ると同時に,炊 事の準備をする｡水 汲みは毎 日おこなう｡搾 乳を終 えた後,全 部の

家畜に水 を飲 ませ終え るのは午前11時 か ら12時 ぐ らいまでかか る｡そ の後,家 畜群は

夕方までsardiの 手 に任せ られるわ けであ る｡ Aはsardi達 には上記 の月給 を支払 う

ほか,毎 日の食事 と茶代をすべて負担す る｡こ れはsardiを 雇 う場合,一 般的 な形の

ようであ る｡

 筆 者がBaali Rotoの 停 泊地 にAを 訪ねたのは2.月9日 であ り, Baali Rotoの

村 に一泊 した後,翌10日 も一 日を共 に過 ごさせて もらった｡A達 がDenjillyを 発 っ

てか ら5日 後で あ った｡A達 はその地 にさらに しば らく停泊 した後, Som, Thiargny

を 経 て,最 終 目的地Lind奄 に 向うとい うことで あった(図2, P.147を 参 照)｡

2. B,男,65才 ぐ らい

 BはDahraの 南 約18kmに 位 置す る村, Nguelyに 住 んで いる｡妻 は一人,娘

達 はすべ て婚出 してお り,男 の子供 もNguelyに は住 んで いない｡ Bは フ ルベ族 の

伝統 につ いて豊 富な知識 を もってい る人物 と して,人 々の信望 も厚 い｡数 年来,眼 を

おかされてお り,現 在は盲 目に近い状態である｡

 移 牧 に関す る事例報告 としてBを とりあげたが,実 はB自 身 は村 に残 ってい る｡

移牧 につれ出されたのは彼 の家畜なのである｡乾 季の間,Bの 家畜 を移牧 に出し,管

理す るのはBの 奴 隷(maccudo)の 男 である｡つ ま り奴隷 の男 はBのsardiと して働

いてい るので あるが,Bと この奴隷 との間には単 なる雇用主 と被雇用者 という関係 を

超えた ものがあり,し か も,Bは この ような｢移 牧｣の 形をすでに十数年来 と ってい

るとの ことなので,こ こに事例 として報告す るもので ある｡

 Bは この奴隷が幼い時か らよく世話を し,奴 隷が成年 に達 した時,婚 資 とすべ きウ

シ2頭 を奴隷 に与え,妻 を姿 らせた｡こ の奴隷 にとって,Bは いわば父がわ りの存在

である｡こ のよ うな深い信頼の関係 があるか らこそ,十 数年来,B自 身は移牧 に出る

ことはな く,乾 季 の間の家畜管理を完全 に奴隷 に任せ ているのであ る｡
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 ユ979年 ～1980年 の 乾季 についてみ ると,村 に残 るBの もとには ウシ11頭 が 残 され,

その他 の家畜 は奴隷 の手 にゆだね られた｡奴 隷 は一人でBの 家畜 を 伴い,同 じジ ョ

ロフ地方 内部の村,Sooynde Daamに 移 動 した｡ Sooynde Daamは 動 力揚水 ポ ン

プ施設のある村であ る｡こ の奴隷の男は,Sooynde Daamに 移 牧 してい る間,ウ ォ

ロフ族の畑 に牛糞の施肥をすることもな く,ま た,ウ ォロフ族との間で牛乳 と トウジ

ンビエの交換をす ることもない｡

 奴隷 が移牧 に出てい る問,Bは 村 に残 ってい るわけであるが,毎 月10,000フ ラ ン

CFAをSooynde Daamに い る奴隷の もとへ人を使 って届 けている･こ れ はBの

sardiと しての月給で ある｡先 の事例1で みたsardiの 給 料に比べると三倍以上の高

額であるが,こ れは食事 こみか,食 事別か の差 と考え られる｡Bの 奴隷 の場合,た っ

た一人で移牧 してお り,食 事はSooynd6 Daamの 知人 の家で賄 って もらって いると

い うが,当 然,食 事代 を支払わねばなるまい｡

 この奴隷 は月10,000フ ラ ンCFAの 給 料で生活が成 σ立 たない場合,自 分が管理 し

ているBの ウシを売 って現金を得 ることも許可 されているという｡そ れほどBと 奴

隷 との間の信頼の度は深 い とい うことである｡

 さ らに興 味深 いのは,奴 隷 はその妻をSooynde Daamに は伴 っていないのだが,

妻 はやは りBに 属す るウシ3頭 をつれて,一 人でKaolackに 移 牧 して いる｡こ の妻

はBの ウシか ら得た牛乳をKaolackの 市 場で売 り,そ うして得 た金 は完全 に自分の

もの として使 ってよいのだ とい う｡ま た,こ の奴隷 自身,数 頭の ウシを所有 してい る

が,こ れ らの ウシは雇 い主Bの ウシと 一緒 にま亡め て管理 されているのではな=ぐ,

Nguelyに 残留す る兄の もとに残 してい る｡こ れは大変興味深いケースで ある(図2,

P･147を 参 照)｡

3. C,男,65才 ぐ ら い

 Cは 事 例1で 示 したAと 同 じ村,Denjillyに 住 んでい る｡但 し, Aが 住 む屋敷か

らは800mほ ど離れた ところに7 Gの 拡大家族で屋敷を形成 している｡拡 大家族 の

構成を図示す ると図1の とおりで ある(図1)｡C,お よび, aに は図 に示 された以外

にも子供があるが,本 稿には直接 の係 りはないので省略 してある｡図 のうち,▲,●

はすでに死亡 した ものであ り,血,%r,は 乾季 の間 も移牧 には出ず,Denjillyに 残 って

いる人 々を示す｡△,○ の記号が移牧 に出た人 々を示 してい る｡な お,eは 婚 出 して

Denjillyに は居住 していない人 々である｡

 図1か らわか るよ うに,こ の家族で移牧 に出たのはCを 筆頭 にして,aか ら9ま
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図1 Deniilly在, Cの 拡 大 家族 の構 成

での8人 である｡但 し,9は そ の母 が結婚 によりDenjillyを 離 れ,別 の 村 に住んで

いるのであるが,母 方の祖父 にあたるCが 移牧 して いる間,C達 と一緒 に暮 らして

いるのであ る｡Denjillyに 残 ったのはhか らoま での8人 である｡

 フルベ族 は 結 婚 に 際 して は 夫 方 居 住 をす る ことか らして,1と 結 婚 したkが

Denjillyに 居住 しているのは奇異に思われ るが,そ れは次の理 由に よる｡1は 初め,

別 の男 と結婚 したが,離 婚 し,Denjillyに もどった｡そ こで別の村か ら来ていたやは

り離婚歴のあ るkと 親 し くな り,kの 両親 がすで に死亡 していた ことか ら,二 人は

夫婦 として1の 家で共に暮 らす よ うにな ったので ある｡

 aの 夫 はCの 弟で,Cよ り2才 年下で あったが,1976年,念 願の メッカ巡礼の団

体旅行 に参加 したまま不帰の人 とな った｡メ ッカで死亡 した もの とみな されてい る｡

aは その後,再 婚はせず,長 男 のcを 中心 に暮 らして いる｡な お,cは 図1か らわか

るとお り,父 方の交叉 イ トコの娘 と結婚 している｡

 さて,こ れ ら移牧 に出た人 々の うち,最 初 に村 を去 ったのはcで あ る｡1979年11月

26日 の朝,家 畜を伴い,一 人でDenjillyを 発 ち,夕 方,26kmほ ど南下 したNguely

に 到 着 した｡そ の時,母 親,お よびその他の家族のために ウシ5頭 とヒッジを残 して

おいた･Cは 他の人 々が合流す るまでNguelyの 親 戚の家に寝泊 りしていた｡

 1980年1月 末,Cを は じめとす る7人 が,す で にNguelyに い るcの もとに合流

した｡Denjillyに 残 る家族の もとには ヒツジ数十頭を残 したのみで,ウ シはすべて

つれてきている｡Denjillyに は枯草 もほ とんどない状態であるが,わ ずか26 km南

下 しただけのNguely周 辺 には枯草が多 く,乾 季 を 過 ごすに充分 と思われるので,
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写 真2 1979年 ～1980年 の乾 季,Nguelyの 付 近 に は枯 草 が 多 くあ った｡

   (1980年2月12日 撮 影,Nguelyの 近 く)

Nguelyへ の 移動を決めたとい う(写 真2参 照)｡ Nguelyに は親戚が多いので何か と

好都合 であるとい う｡

 C達 す べてがそろ って後,Nguelyの 井戸 か ら約1,200 m離 れ た場所 に,乾 季 を

過 ごすためのキ ャンプ,ω 痂π4θを作 っている(写 真3参 照)｡(住 居 の 詳細 につ いて

は第IV章 に記す｡)

 彼 らは 移牧 にあた り,sardiを 雇 うことはな く,自 分達 で 管理 している｡ま た,

Nguelyに は深井戸があるだけで,動 力ポ ンプ施設はな く,そ のため毎匂,深 井戸で

の水汲みに従事す る｡さ いわい,c, d,9と い う三人の青年 の人手が あり,問 題 はな

                     い｡午 前中は主 に,ヒ ツジ,ヤ ギ,ロ

写真3 Cのwiitnde(乾 季 のキャンプ地)｡

   夜間,ウ シは家のすぐそばで休む｡

   早朝,ウ シが放牧に出た直後｡

   (1980年2月13日 撮影,Nguelyの 南

   方約1㎞)

バ,ウ マ(2頭)の ための水汲 みを し,

成 ウシ,お よび仔 ウシには午後3時 頃

か ら水を飲ませて いる｡成 ウシは朝 の

搾乳後,枯 草 の多 いところにつれて ゆ

き,あ とは放 っておいてよい｡夕 方,

ノ ドが渇 くと,ウ シ達はみずか ら井戸

に行 き,水 を汲 んでもらうのを待 って

いる｡仔 ウシは日中,成 ウシとは別の

場所で放牧 されるか,キ ャンプにひき

とどめられている｡放 牧 管 理 に 一 自

中,つ き添 う必要 があるのは ヒツジ,
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ヤギの群だ けであ り,こ の管理 のた めには3人 の青年の うち一人 が順番であた ってい

る｡

 Nguely付 近 にはウォロフ族が住 む集落 もあ るが, C達 は ウォロフ族の畑に牛糞の

施肥 をする ことはない｡牛 乳 は時 々,ウ ォロフ族 に売 ること もあるが,ほ とんどは自

家消費である｡

 Cは 穀 物,茶,砂 糖を買 う必要上,2月 の初めに,老 いて死期 の近い メス･ウ シを

1頭 売 って いる｡な お,Cの 拡 大家族全部で所有す るウシの数は約90頭 であ る(図2,

P･147を 参 照)｡

4.D,女,50才

Dは 女性で ある｡Dahraか ら西に10km離 れ た村, Mboussoobeに 住 んでいる｡

Dの 夫は別 の村に住んでおり,Dは 夫 の第二番 目 の妻であ る｡本 来な ら夫 が住 む村

に暮 らすのが当然であるが,第 一妻 どの 折 り合 い が悪 く,Dの 息 子 夫 婦 が 住 む

Mboussoobeで 暮 らす ことの方 が多 い｡

 Dは 息子(31才)夫 婦と,離 婚 してMboussoobeに もど ってい る娘(33才)と の

4人 で,1979年11月 の初 めにシン･サ ル ーム地方の大都市,Kaolackに 向 けて移動

している｡(前 稿 において,Mboussoobeの 人 々はほとんど皆, Kaolackに 移 牧 して

い ることを記 した｡)

 家=畜はD自 身 に属す るもの,お よび,息 子夫 婦 に 属す るものすべてを移 牧につれ

出 してい る｡

 Kaolackで は牛乳 を酸乳に した状態 で市場で売 る｡放 牧管理については, Kaolack

か ら来 た人 々全員が共 同で雇 う一人のsardiに 任 せている｡ sardiに は ウシ1頭 につ

き,毎 月100フ ラ ンCFAの 金 を支払 ってい る(図2, P,147を 参 照)｡

5. E,女,30才

Eは その夫の第一妻で,子 供 は二人 ある｡Eは 夫 と子供二人をMboussoobeに 残

し,E自 身 に属するウシ2頭 のみをつれてKaolackに 移 牧 に出た｡牛 乳 を売 って生

計を立てねばな らないが,2頭 のウシか ら得 られ る牛乳で は量 は多 くはない｡そ こで,

粉 乳を買い,水 で とき,そ れに牛乳をまぜて,量 を水ま ししてか ら酸乳 に して売 ると

い う｡

 このよ うに女性が単独 で,少 数の ウシをつれて移牧する ことはそれほどめず らしく

はないよ うであ る｡彼 女 らは牛乳を売 って生計を立てることが絶 対の条件で あるので,
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Kaolackな どの大都市に向 うのが普通であ る(図2を 参照)｡

6. F,男,26才

 FはDahraの 南 方18kmほ ど にある村, Nguclyに 両 親 とともに住む独身男性

で ある｡筆 者が調査を した1979～1980年 の乾季には移牧 には出ず,両 親 と共 に村 に残

っていた｡

 ここで報 告するのは,1978年 ～1979年 の 乾季における移牧の事例である｡本 来な ら

ば,Fの 父親を もって,報 告 の対象 にすべ きであろ うが, Fか ら聞 きとり調査を した

ため,Fを 対象 にして記す｡

 1978年 ～1979年 の 乾季にあたり,Fは 両親 と,計3人 で,シ ン･サ ルーム地方,

Kaolackの 北東62 kmに あ るウォ ロフ族 の村, Mbosに 移 牧 した｡ Nguelyを 出

たのはイスラム暦 の最後の 日とされるTamkaretの 直 後 とい うか ら,11月 末 か ら12月

図2 移動経路を示す図｡番 号は事例報告の番号に相応
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の初めであろう｡Nguelyか ら直線距離にす れば約100 kmに 位 置するMbosま で,

途 中で四泊 し,五 日目に到着 してい る｡一 日平均,約20kmの 移 動である｡

家 畜はすべてをつれて行 った｡Mbosで はsardiは 雇 わず, F自 身 が放牧管理 にあ

た った｡Mbosに は動力 ポンプ施設 があるため,水 汲 みはする必要が な く楽であ った｡

なお,Mbosの 動 力 ポンプ 施設 では家畜 に 水を飲ませて も無料 であるが, Mbosと

Kaolackの 中 間に位 置す る町, Guinguineoで は 動力ポンプ 施設 で 家畜に水を飲ま

せ るには,1頭 につ き,毎 日10フ ラ ンCFAを 支 払わねばな らない｡

F達 家族はMbos在 住 のウォロフ族 の 一家 と旧知 の間柄にあ り,例 年,そ の ウォ

ロフ族一家の畑(収 穫後)に 家畜を放 し,主 と して落花生 の茎や葉 などを家畜の飼料

と して得 るかわ りに,牛 糞 による施肥 をす る｡さ らに,酸 乳 と トウジンビエの直接交

換 もす る｡

 しか し,牛 乳と穀物 の交換だけでは生活が成 り立たず,毎 日の茶,砂 糖,さ らに米

や干 し魚な どを買 うための現金が必要で あり,そ のために1978～1979年 の乾季 の間に

5頭 の ウシをKaolackに て売 った｡オ スの2才 ウシを2頭(1頭,25,000フ ラ ン

CFA),メ ス の2才 ウシ2頭(1頭,35,000フ ラ ンCFA),そ して,年 と った メスの

成 ウシ1頭 を50,000フ ラ ンCFAの 値 段で売 った｡総 計すると170,000フ ラ ンCFA

を ウ シの売 り渡 しで得 ている｡

 1979年 ～1980年 の 乾季につ いては,1979年 の雨季,雨 が不順で あったため,シ ン･

サル ーム地方 も トウジンビエ,落 花生 とも不作であ ったとい うニュースを得 た ことと,

逆 に,F達 が 住むNguely近 辺 には枯草が相 当量残 ってお り,移 牧 しないで も乾季を

過 ご しうると判 断 したた め,F達 一家 は村 に残 った(図2, P.147を 参 照)｡

IV.物 質文 化についての考察

 この章ではフルベ族の物質文化の一端に触れたいと思うが,こ こで取り扱う事項は

特に乾季の間の移牧に係るものであり,フ ルベ族の物質文化全体に係るものではない

ことをおことわりしてお く｡た とえば,木 製の食事容器,木 臼,棒 杵など,食 事に係

る道具は移牧にあた っても携行されるものであるが,こ れらは年間を通して重要なも

のであり,特 に移牧の間に効力を発するというものではないので本稿では触れない｡

ここでは移牧をする乾季の間に使われる住居,ベ ッド,ニ ワ トリを運ぶためのカゴ,

および取水のための浅井戸について記す｡
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1.家(suudu/cuudの

 ジ ェンゲルベ･グ ル ープの人 々はジ ョロフ地方に恒常 的な村 を形成 しているわけで

あるが,ジ ョロフ地方 にお いて彼 らは現在,ほ とんどが農耕民 ウォロフ族 の住居形態

をと りいれている｡角 形で,壁 の部分 と屋根 の部分がは っきりと二つ にわかれたタイ

プの家で ある｡

 しか し,彼 らは伝統 的には木の枝を編 み,全 体を草でおお った半球形 の家を作 って

いた｡角 形 の家,半 球形の家 ともにsuudufcuudiと よばれ るが,現 在,半 球形 の家は

特にsuudu pulliと よばれ ることがある｡フ ル ベ族はみずか らの ことをpulloiful6eと

よ ぶ ことは周知の とお りであるが,pulliと い う語 は 特 に人里か ら離 れた荒野 に住む

フルベに対 して,半 ば椰楡的に使 われ る言葉である｡

 ジ ェンゲル ベの入 々は乾季 の移牧中,キ ャンプの設営 にあた って,こ の ∫謝ぬ ρπ弼

を作 る｡つ ま り乾季の間,彼 らは伝統的な住 居形態に もどるので ある｡

 住 居の形 を図示す ると図3,お よび図4,の とお りである(図3,4)｡図3は もっ

と も基本的な形 の もの を 示 して い る｡天 頂 の部分をpudd'elと よ び,出 入 り口を

dammugalと よぶ｡全 体 の大 きさは人によ り多少 の違 いはあるが,普 通,直 径4m,

中心 部の高 さは1.8mは あ り,内 部 はかな り広 い｡家 の中にはベ ッド2台 のほか,

牛 乳容器(♂ α'α1/1～θ)を 置 く台(ん 架gの が必ず設営されている｡家 の中央部には地面

の上 に直接,枝 木や乾燥 した牛糞を用 いて炉が設置され る｡こ の炉は炊事用で はな く,

夜,暖 をと った り,茶 をわかずたあの もので ある｡

 図4は 図3の ものよ り少 し拡大,改 良された もので,家 の出入 り口の部分に水ガメ

や その他の道具を 置 くと同時に,家 屋内部の 目隠 しの機能 も果す部分がついている｡

この部分 を特 にnja66itamと よぶ｡な お,家 の 天頂部,骨 組をつ くりは じめ る部分

をpud'delと よび(写 真4参 照),家 の 後背部(北 側)の 壁の部分をsu'yre suuduと い

図3 suudu¢ulliの 形,戸 口は 南 に面 す る
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図4 suudu pulli各 部 の 名称 と内部 の もの の配 置

って いる｡セ ネガル河流域沿い に住み,フ ルベ語 を話す トゥクルール族 につ いて辞書

を作 ったGadenはsuire!tuyeと して,｢家 主,あ るいは長男が死んだ時,死 体を運び

だすた めに使 う(壁 にあけた)す きま孔｣と 記 してお り[GADEN 1914:189J,こ の

ことと関連があろ う｡

 家 を作 るのは,木 の枝切 り,草 集め も含めて,す べて女 の仕事で ある｡第 皿章,事

例3で みた男Cの 場合,移 牧先の土地 に三つの家を作 ってい るが,Cの 弟 の妻(図

1に おけるa)と,Cの 娘(図1に おけるb)の 二人 によって作 られた｡家 の骨緯と

してはgelooki(Guiera senegalensis)の 葉 のつ いた ままの枝を切 りとり,家 の天頂か

ら,壁 中央部 にあた る部 分までに使 っている｡骨 組 を 結ぶためには,や は りGuiera

senegalensisめ 皮 を はいで,結 び 紐 と

して使 っている｡枝 木の太い方を天頂

(pud'd'el)に 集 め,葉 の 多 くついた枝

先 が下方 に向 うよ うになってい る｡し

か し,中 央部か ら下 は,葉 を除去 した

枝木で骨組をつ くり,全 体 にsolbokko

(Eragrostis tremula)と い う禾本科 の草

をび っしりとかぶせて い る｡こ の よ

うに壁部 には草を使 うが,材 料 と して

はsiirinko(Aristida long･ra)で も,

写 真4 フル ベ族 の 家,suudu pulliの 天 頂部,

     puddel.(1980年2月13日 撮 影)
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buudel(Aristida stip･ides)で もよい とい う｡図4で わかる とお り,家 の戸 口は必 ず南

向 きである｡(但 し,nja66itamを 作 った場合,戸 口その ものは西向きになる｡)牛 乳

容器を置 く台(kaggu)は 西 側 におかれ3主 人の ベ ッドは戸 口の正面,つ まり北側 にお

かれ,東 側のベ ッドには子供 が寝 る｡図4中,ベ ッド1で は頭を西側 にお き,ベ ッ ド

2で は頭 を南側に置いて寝 る｡

 このよ うなsuuduは,材 料 となる木,草 が充 分にあ りさえすれば一 日でで きる とい

う｡

2. ベ ッ ド(mirde/ynirde又 はleeso/leese)

 フル ベ族は普通,地 面に直接寝 ることはな く,必 ずベ ッド状の台の上 に寝 る｡第 皿

章 の事例1で みた よ うな,牧 童の男が直接地面 に,し か も何 も敷かずに寝 るとい うの

は例外的なケースで ある｡木 の枝を切 って組 み,台 状に した ものを 履7吻 癖7漉 とよ

び,そ の上に敷 きゴザを敷 き,ベ ッドとして完成 した形の ものを1θθ50μθ85θと よぶ｡

しか し,leesoと い う語は,敷 きゴザー般を指す こと もあ る｡

 第 皿章の事例1,男Aが 使 っていた ベ ッ ドを図示す ると図5の とお りで ある(図

5)〇

 二 叉 にな った枝木 を2本 ずつ対に し,ニ カ所',計4本 を土 中に埋め,そ れ に横木を

わた し,そ の上 に縦木 をわたす｡そ の上 に敷 きゴザを敷 いて寝 る｡全 体 の大 きさは幅

70{ブ80cm,長 さ170 cm程 度,地 面か らの高 さ約35 cmで あ り,幅 は一人で寝 る

には充分であるが1二 人で寝 るには狭 い｡し か し,敷 きゴザ は移動の際,ま るめて運

ぶ ものであり,幅 が狭い方が持 ち運びに便利で ある｡土 中に埋 める支木は前方 に一 力

図5 乾 季 の移 牧 に際 して使 わ れ るベ ッ ド(leeso/Leese)
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所,後 方 に一カ所の計ニ カ所 しかな く,中 央部 では支 え られていない｡そ のため,横

木,縦 木 とも丈夫 な もので なければな らず,写 真1(P.140)に み られるとお り,か な

り太 い ものが使 われている｡な お,ベ ッ ドの まわ りに4本 の支柱をたて,蚊 帳を吊 っ

ているが,乾 季で あるた め蚊はお らず,夜 の寒気 よけであ る｡

 さ て,敷 きゴザであるが,こ れはtagarと よ び,｢ゴ ザ｣と い う言葉か ら想像 され

る目の細かい ものとは少 し異なる｡こ れを作 るのは フル ベ族 自身ではな く,フ ルベ族

の奴隷(maccudofmaccu6e)で あ り,フ ルベ族 は奴隷か ら買い とる｡6ゴ 読/漉46(Acacia

macrostachya)の 皮 をはいだ枝木,直 径Icmほ どの ものと,直 径6～7 mmの もの

とを交互に並べ,ウ シの皮で作 った細紐で編んだ もので ある｡つ くりと しては太い枝

と細い枝を交互 に並べた とい う点 にお もしろさがみ られ るくらいで,む しろ簡単な も

のであ る｡(も のによ って は太い枝 と細 い枝の変 化 もな く,全 部一様な もの もある｡)

Acacia macrostachyaの 代 りに 切 酬吻 ♂8(Mitragyna inermis)を 用 いることもあ る｡

注 意 しな ければな らないのは,こ のtagarは 移 牧中の生活 にだ け使われ るとい うこと

であ る｡ま るめて持 ち運びが楽 にで きるとい う機能性が重要 なので あ って,雨 季,村

に定住 している時 には用いる ことはない｡

 tagarを 乗せ る台 にあた る部分を作 るのは女性の仕事 である｡土 中に埋 める二叉の

木を4bξgα1/4b∫漉 とよぶが,こ の言葉 はベ ッドを作 る際 に特有な ものではな く,支 柱

一般 を指す言葉で ある｡d'osgal,横 木(ρ α1αの α紛,お よび,縦 木(mede leesoと い う)

と もにgolteeki(枷 α癬 θ∫α69翅 ぎα6α)を用い る｡縦 木 について,男Aは5本 しか使 っ

ていなか ったが,本 来 は7本 なければな らない とい う｡な ぜ7本 なのか,と い う問い

には,そ れ より少 なければ こわれやす いか らだ とい う答え しか返 ってこなか った｡し

か し,フ ルベ族 においては,｢三｣が 男性を,｢四｣が 女性を象徴する数字であ り,男

性原理(三)と 女性原理(四)を 合体 した ものが全的人間像をあ らわす,と い うこと

を思 えば,夫 婦 が共 に寝 る場所に｢七｣と い う数 がみ られ るのは フルベ族 の象徴体系

と無縁で はない とみるのが妥当ではなか ろうか｡

 3. ニ ワ トリを運 ぶ た め の カ ゴ(∫%%〃 一∫%π〃gertood'e)

 フル ベ族 は ニワ トリを家畜(jazvdi)の 範 疇にいれて いない ことは前稿 に記 した｡

しか し,ニ ワ トリは手軽 に食肉を得 るための もの として重要であ り,ご く一般的に飼

われている｡移 牧 にあた って,彼 らは多 く,ニ ワ トリも携行する｡そ の際 の容器 とし

て使われるカゴが ∫㈱〃づ槻〃g6吻o漉 であ る｡ sunk-sunkと い う呼称はフルベ語独 自の

ものか,あ るいは外来語 なのか不明である｡(gertood'eは ニ ワ トリ, gertogalの 複 数

152



小川  フルベ族,ジ ェ ンゲルベ･グ ループの移牧 に関す る事例報告

写 真5 長距 離 の 移動 の途 中,荷 物 を お ろ して休 む｡大,小 のsunk-sunk

   gertood'eが み え る｡(1979年11月30日 撮 影, Darou-Moustyに て)

形｡)kelli/kelle(θ78ω ゴσ bicolor),あ るいはtadli/tadle(G'ombretum micranthum)の 細

枝 の皮 をはぎ,長 球形 に編んだ もので,編 むための紐 として は,先 にはいだ皮 を使 う｡

ニ ワ トリが逃 げださなけれ ばよいのであ って,目 は粗い｡ニ ワ トリを出し入 れす るた

めに特 に扉をつ くることもな く,目 の粗 い ところを こ じあけて出 し入れす る｡こ のカ

ゴにニ ワ トリを入れ,ロ バ の 背 にのせて移動するので ある｡ニ ワ トリの雛 について

は,雛 用に目の細 く,小 さいカゴを作 る(写 真5参 照)｡な お,シ ナノキ科の灌木,

Grezvia bicolorは,フ ルベ族 に とって必須 の 家具であ る牛 乳容器 を置 く台, kagguを

編 むのに使 われ,そ の他,フ ルベ族 に伝統的な半球形 の家を作 る際の骨組 と して も使

われ,さ らに老人が使 う杖に もなる利用度の高い木 である｡

 4. 浅 井 戸(6襯%刎6%〃)

 ジ ェ ンゲルベ･グ ループの人 々が ジ ョロフ地方 において,ど のように して水 を得て

いるかについては別稿[小 川 1980a]で 述 べたが,そ の 中で浅井戸の掘 り方 などに

ついて も触れておいた｡そ の際,と りあげ られなか った材質 や,各 部の名称などにつ

いて,こ こで記 してお きたい｡

 さて,浅 井戸 は移牧の期間 中だ けに使われる もので はない｡む しろ移牧に出る前,

ジ ョロフ地方 において こそよ く使われ るものである｡し か しなが ら雨季の間は ジ ョロ

フ地方で も各所 に表面水ができるので,浅 井戸 を作 る必要体 な く,乾 季 においてのみ

使われ るものである｡ま た前稿において記 した とお り,移 牧 に 出 る人 々の うち,シ

ン･サ ル ーム地 方 の 大都市,Kaolackな ど に移牧す る人 々は浅井戸 を掘 る｡そ の意
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図6 浅井戸(伽 励16πZの の断面概念図

味で浅井戸は フルベ族にと って乾季 に特有な物質文化の ひとつであ る｡

 浅 井戸の全体図,お よび各部の名称は図6の とおりであ る｡浅 井戸 の 底 の 部分 に

banneと よぶ 枠組 をつ くる｡ dooki/dooke(Gombretum glutinosum),あ る いは86♂ooん2/

gelood'e(0癬7α ∫6π69σ♂6競∫)の 枝木を使い,図6の ように組みあげる｡こ れ らの木 は

水におか されに くく,長 持 ちす るとい う｡浅 井戸 の上部,土 が くずれ落 ちないよ うに

埋め込む枠木の本 数は浅井戸開 口部の直径の大 きさによって異 なるが,6本 か ら10本

ぐ らいにな ることもある｡木 の材質は特に限定 されていない｡

 水 を汲む時 にはkoloyと よぶ3～4 mの 竿 の先 に同 じぐらいの 長さの紐 をつ け,

紐 の先 に水桶を結びつけて釣 り竿をあげるよ うな動作で汲 みあげる｡水 桶 としては現

在では手 ごろな空カ ンが使 われてい るが,か つては木 の 容器であ った｡こ の木 の容

器 は ことさ ら水桶用 に 作 られた ものではな く,ウ シの 乳を しぼる時 に使 う 伽4㎎ β〃

6irdudeと よ ばれ るものであ る｡6irdugalは ウ シ牧畜民 フルベ族 にとって もっと も大

切な道具 のひとつであ り,必 ず,86刎6〃 θ(Sclerocarya Birrea)を 用 いて作る ものであ

る｡い ずれ に して もウシの乳を しぼ り入れる容器を使 って水 を汲む とい う点 は興 味深

い｡

 最 後 に浅井戸を掘る時に使 われ る木製 の スコ ップ,伽/吻 吻fに ついて記 してお こ

う(図7)｡伽 は 図7の とお り,舟 の擢に似た形を した木製スコ ップで ある｡全 長

は150cm程 度 の ものが多い｡こ れはフル ベ族 自身が作 る ものではな く,木 工 を専

門職 とす る階層の人 々,zα ωαμα066が 作 る4)｡材 質 は 勧ηf/6απ6(Pterocarpus erinaceus)

で あ る｡図7に 示 した とお り,各 部 に名前 がつ け られているが,す べてlanと い う全

体名称を含んだ複合語 であることか らわかるとおり,そ の部位 に特有の語 ではない｡

ちなみにlanの 尾 部か らみてゆ くと, laaciと は動物 などの尾の こと, Sambaは 第 二

4)フ ルベ族とlao6eと の間にある特殊な関係については｢ラ オベ･フ ルベ･ワ ンバーベ｣[小 川

 1979]に 記 した｡
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図7 浅井戸掘りに用いる木製スコップ@η/1α〃吻の

番 目に生まれた男子(次 男)に つけ られ る名称,teppereと1さ 人 間･お よび 動物の踵

のことである｡hellaはhellude(喝 采 するために手を うつ こと)と い う動詞か ら作 ら

れた語 と思われる｡手 をたた く時の掌 の形状 にた とえ られた ものであろ う｡柄 の 中央

か ら少 し先 の 部分にSamba lanと い う名 がついている ことにはい ささか の意味合 い

がある｡,Sambaと は 男 の 第二子につ け られ る名前 であることは先に記 したとお りだ

が,別 稿で述べた[小 川 1979:58-59]よ う に,男 子 につけ られ る総て の名前の中

で もっとも高い価値 が賦与 されている｡浅 井戸を掘るにあた り,土 をかい出す時,一

方 の手 はSamba lanの 部 分 にあて られ,当 然,こ こに最大の力がかけ られ る｡こ の

ことと,そ こにSambaと い う名がついている こととは無関係ではないだ ろう｡

V｡お わ り に

 本稿の第皿章において,筆 者は移牧という語の意味するところについて考察を加え,

先学によるい くつかの定義をもとに,筆 者自身が本稿において意味するところを記 し

た｡要 点を再記すると,ヨ ーロッパやアジアの半農半牧の社会における移牧には,高

地,低 地間の移動という｢上 下｣移 動の概念が含まれるのに対 し,ア フリカなどの半

農半牧の社会においては必ず しも｢上 下｣と いう高度差はなくて も,平 面的に南北の

緯度の差を利用するだけの移動で も移牧と呼んでよいのではないか,と いうことであ

った｡そ の際,移 動は季節的,つ まり定期的におこなわれるものであること,お よび,

移動先の土地の気候が恒常的な住居をかまえた土地の気候 と異なること,と いう二つ

の条件を前提に考えていた･こ のような前提がなければ,む しろ遊牧といった方がよ

いと思われるからである｡

 さて,筆 者は本稿において,セ ネガル,ジ ョロフ地方に恒常的な村を形成している

フルベ族,ジ ェンゲルベ･グ ループについて移牧の事例報告をしたのであるが,六 つ

の事例のうち三つはジョロフ地方内部での移動にかかわるものである｡植 生,お よび

年間の降雨量にもとつく地域区分によれば,ジ ョロフ地方はその全域がサヘル気候帯
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に属する｡と すれば,｢移 動先の土地の気候が恒常的な村をかまえた土地の気候 と異

なる｣と いう前提にはずれており,こ のような移動をもって｢移 牧｣と いえるのかと

いう疑問が生ずるところである｡六 つの事例のうち,残 り3例 はいずれもシン･サ ル

ーム地方への移動であり,シ ン･サ ルーム地方はすでにスーダン気候帯に属する地域

なのでジョロフ地方に比べると年間降雨量でかなりの差があるから,移 牧とよぶ こと

に問題はないと思われる｡

 このような問題は｢定 義｣の 問題であって,さ ほどの重要性はないことかもしれな

いが,第 丑章で定義をめぐって考察 している以上,整 理をしておくことが必要であろ

う｡

 現在のところ筆者には上記の疑問に答える解答はひとつしかない｡そ れは,ジ ョロ

フ地方内部での移動は比較的新 しい現象であって,ジ ェンゲルベ･グ ループの人 々は

伝統的にはバオル地方,あ るいはシン･サ ルーム地方など,農 耕民ウォロフ族の多い

地方に移牧 していたはずだ,と いうことである｡前 稿[小 川 1980b]に も記したし,

また,本 稿における事例1,お よび事例2か らもわかるように,ジ ョロフ地方内部で

｢移牧｣し ている人は,ま ず,｢移 牧｣先 の場所に動力ポンプによる家畜の水飲み場が

あることを大きな条件にしている｡家 畜に水を与えるため深井戸で毎日水を汲む,と

いう辛い労働から解放されることをまず考えている｡男 手による労働力が少ない家族

の場合,乾 季の水汲みは容易ではないのである｡

 しかるに,こ の動力ポンプによる家畜の水飲み場がジョロフ地方のいくつかの村に

設置されたのは1948年 以降のことである｡こ れを設置したのは当時のフランス植民地

行政府であり,植 民地行政府はジョロフ地方の牧畜民定着化政策の一環としてこの動

力ポンプ施設を設置したのである｡つ まり,ジ ェンゲルベの人々がジョロフ地方内部

での｢移 牧｣を しはじめたのは1948年以降のことであると考えてよかろう｡移 牧 とい

う生活形態は維持しながらも,自 分達が住む同 じジョロフ地方内部で短距離の移動を

しはじめたということは,と りもなおさず植民地行政府が考えた牧畜民定着化政策が

効力を発揮しはじめたということである5)｡

 この動力ポンプ施設がジョロフ地方に設置される以前はジェンゲルベ･グ ループの

人々はそのほとんどがバオル地方,シ ン･サ ルーム地方のウォロフ族が多く住む地方

に移牧 していたはずである｡本 稿の事例1,男Aも 本来ならばバオル地方に移牧 した

いと思 ったが,男 手は一人で,そ のため深井戸での水汲みが困難なため,動 力ポンプ

5)但 し,牧 民定着化のためにつくられた動力ポンプ施設が40年 近 くたった現在になって別の問

題をひきおこしていることを前稿[小 川 1980b:707]に 記 した｡
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施設の ある(ジ ョロフ地方内部 の)Lindeに｢移 牧｣す ることに した,と 述 べてい

る｡ジ ェンゲルベの人 々は,雨 季,ジ ョロフ地方 において トウジ ンビエの耕作をお こ

な う｡し か し,そ の耕作量は多 くはな く,翌 年 の雨季 まで食べてゆ くには不充分な収

量 しか ない｡家 畜を手放 さずに,ト ウジ ンビエを手 に入れ るには農耕民 との間で牛乳

と穀物 の交換を しなければな らない｡そ のために,ウ ォ ロフ族が多 く住む地方 に移牧

す る必然性があ ったのである｡牧 畜民 といえ ども,彼 らの食生活をみ ると農産物がか

な りの比重を 占めている｡ジ ェンゲルベの場合,蒸 し煮 に した トウジンビエに牛乳を

か けて食べ るとい う食事の形 は一年を通 じて変 らない｡牧 畜民 は食生 活 とい う観点か

らみれば,農 耕民 との相互補完的な交流な しには,あ るいは牧畜民 自身,生 業形態の

一部 に農耕をと りいれない限 り,生 計維 持は困難で ある｡ジ ェンゲルベの場合,農 耕

民 との相互補完的交流は乾季の移牧の時期に こそ もっとも活発 におこなわれる｡そ の

交流 は共生 とよんで もさしつ かえない ものである｡

 1948年,ジ ョロフ地方 に動力ポ ンプ施設が設置されて以来,ジ ェンゲル ベ･グ ルー

プの一部 の人 々は乾季 の間 も同地方 内部での短距離 の｢移 牧｣を して暮 らす ようにな

った｡彼 らの伝統的な移牧の形が変 りは じめた とい うことである｡し か しなが ら,た

とえジ ョロフ地方内部 での移動であ って も,事 例1,3で み た ように,彼 らは伝統 的

な家,suudu pulliを 作 り,伝 統 的なベ ッド, leesoを 作 っている｡雨 季 には牧畜 と同

時に農耕 をおこなうとい う生業の形に対 し,乾 季の間は牧畜 に係 る労働だ けに従事す

るとい う形 も変わ ってはいない｡こ のよ うな意味合いで,筆 者は ジ ョロフ地方 内部で

の移動について も移牧 とい う用語を用いたので ある｡
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